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県
で
は
、「
地
域
を
よ
く
し
た

い
」「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た

い
」
な
ど
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
団
体
グ
ル
ー
プ
等
を
支
援
す

る
「
地
域
発　

元
気
づ
く
り
支
援

金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
金
を
活
用
し
て
地
域
を
活

性
化
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
北
信
地
方
事

務
所
ま
た
は
飯
山
市
役
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
事
業　
自
ら
の
知
恵
と
工

夫
に
よ
り
自
主
的
、
主
体
的
に
取

り
組
む
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す

モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

【
お
問
い
合
わ
せ
】
北
信
地
方
事
務
所 

地
域
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策
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地
域
に
元
気
を
創
り
出
そ
う
！

「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」
募
集
中

■
対
象
団
体　
公
共
的
団
体
等

（
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

協
議
会
、
自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
等
）

■
支
援
金
の
交
付
額

・
ハ
ー
ド
事
業
（
※
）

　
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

・
ソ
フ
ト
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
以
外
）

　
事
業
費
の
10
分
の
10
以
内

※
ハ
ー
ド
事
業
例
：
道
路
、
水
路
、

建
物
等
の
建
設
ま
た
は
改
修
、
１

件
10
万
円
以
上
の
備
品
の
取
得
等

■
応
募
期
間

　
１
月
４
日
㈫
～
２
月
４
日
㈮

■
応
募
方
法　
市
役
所
企
画
財

政
課
に
応
募
書
類
を
３
部
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

多
面
的
機
能
を
持
つ
森
林
を
次
世
代
へ･･･

　
「
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
導
入
３
年
目

　

長
野
県
の
約
８
割
を
占
め
る
森

林
は
、
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
を

防
ぐ
防
災
機
能
・
木
材
な
ど
の
資

源
機
能
・
野
生
鳥
獣
と
の
緩
衝
帯

機
能
・
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る

機
能
・
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
た

り
癒
し
の
空
間
を
提
供
す
る
保
健

機
能
な
ど
多
く
の
機
能
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
林
業
の
採
算
性

悪
化
に
伴
う
林
業
後
継
者
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
間
伐
等
の
整
備

が
十
分
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る

森
林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
う
し
た
森
林
を
健

全
な
姿
で
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、
平
成
20
年
４
月
か

ら「
長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

（
森
林
税
）
を
導
入
し
、
整
備
が

遅
れ
て
い
る
里
山
を
中
心
と
し
て

間
伐
等
の
森
林
整
備
へ
の
経
費
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
地
域
と
北
信
州

森
林
組
合
が
行
う
間
伐
等
の
経

費
に
対
し
、
県
と
市
が
連
携
し
て

助
成
を
行
っ
て
お
り
、
間
伐
に
つ

い
て
は
今
年
度
ま
で
に
約
１
７
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
個

人
所
有
者
か
ら
森
林
整
備
の
承

諾
を
取
り
ま
と
め
る
集
約
化
や
、

公
共
施
設
な
ど
の
病
害
虫
木
の
伐

倒
な
ど
へ
も
費
用
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
森
林
税
を
活
用
し
た

森
林
整
備
に
つ
い
て
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
■
税
を
活
用
し
た
森
林
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
・
・
長
野
県
北
信
地
方
事
務
所 

林
務
課 
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■
税
の
し
く
み
に
関
す
る
こ
と
・
・
・
・
・
・
・
・
長
野
県
北
信
地
方
事
務
所 

税
務
課 
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■
市
内
の
森
林
整
備
に
関
す
る
こ
と
・
・
・
・
・
・
飯
山
市
役
所
農
林
課 

耕
地
林
務
係 
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北信州森林組合による森林の間伐作業

➡
整備が行われず荒廃している森林間伐作業を実施し、整備された森林

介
護
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除

　

本
人
や
生
計
を
同
一
に
す
る

方
の
介
護
保
険
料
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
そ
の
全
額
を
所
得
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
特
別
徴
収
（
公
的
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
る

方
は
、本
人
以
外
の
方
か
ら
社
会

保
険
料
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
医
療
費
控
除

　

本
人
や
生
計
を
同
一
に
す
る

方
が
そ
の
年
に
支
払
っ
た
医
療

行
為
に
当
た
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
が
あ
る
場
合
は
、
医

療
費
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
施
設
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
は
支

払
っ
た
サ
ー
ビ
ス
費
用
や
食
費
、

居
住
費
の
２
分
の
１
が
、
ま
た

介
護
老
人
保
健
施

設
お
よ
び
介
護
療

養
型
医
療
施
設
は

支
払
っ
た
サ
ー
ビ

ス
費
用
や
食
費
、

居
住
費
の
全
額（
一

般
的
な
水
準
を
著

し
く
超
え
な
い
部

分
）
が
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

②
居
宅
サ
ー
ビ
ス

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
看
護
、
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居

宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短
期
入
所

療
養
介
護
）
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
方
が
、
医
療
系
サ
ー
ビ

ス
の
み
又
は
医
療
系
サ
ー
ビ
ス

と
併
せ
て
福
祉
系
サ
ー
ビ
ス（
訪

問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
通

所
介
護
、短
期
入
所
生
活
介
護
）

を
利
用
し
た
場
合
、そ
の
自
己

負
担
額
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
（
お
む
つ
代
）

　
６
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
方
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
で
は
、
医
療
機
関
発

行
の
お
む
つ
使
用
証
明
書
と
必

要
期
間
中
に
支
出
し
た
お
む
つ

代
の
領
収
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
。（
２
年
目
以
降
は
、
お
む
つ

使
用
証
明
書
の
か
わ
り
に
市
が

発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
内

容
確
認
書
」
で
も
証
明
可
能
）

医療費の総額－高額介護サービス費等
保険給付される金額－（１０万円または
所得の５％のどちらか少ない金額）
＝ 医療費控除額（最高限度額 200 万円）

も
う
す
ぐ
税
金
の
申
告
時
期
で
す

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
控
除
を
お
忘
れ
な
く

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
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平
成
23
年
度 

本
格
実
施
を
目
指
し
て

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
の
状
況

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
林
課 

農
政
係 
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�
３
１
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内
線
２
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平
成
23
年
度
か
ら
の
農
業
者

戸
別
所
得
補
償
制
度
の
本
格
実

施
を
前
に
、
平
成
22
年
度
に
導
入

さ
れ
た
「
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
対
策
」
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

き
ま
し
て
、
次
の
と
お
り
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
左
表
の
数
字

は
、
春
の
「
加
入
申
請
」、
夏
の

「
現
地
確
認
」、秋
の
「
交
付
申
請
」

を
経
て
、
最
終
的
に
助
成
金
の
交

付
対
象
と
な
っ
た
数
値
で
す
。

　

助
成
金
は
、
国
（
農
政
局
）
か

事業名称 加入者数
（交付申請者） 交付金額（円）

米戸別所得
　補償モデル事業 821

基本部分
（１a ／1500 円） 85,338,000

変動部分
（米価下落補償） 未定

水田利活用
　自給力向上事業

（以前の転作助成金にあたるもの）
633

転作作物 4,320,540
加工用米 23,391,040
飼料用米 2,858,400

合　　計 115,907,980

【米戸別所得補償モデル事業】
　販売農家・集落営農を対象に、国が定額部分
と変動部分の２つの所得補償を行い、水田経営の
安定と自給率向上の環境を整備するものです。生
産目標数量の生産を行った農家に交付されます。

【水田利活用自給力向上事業】
　食料自給率向上のため、ソバ・大豆・加工用
米などの水田への作付けを支援します。要件を満
たす全ての販売農家・集落営農が加入できます。

ら
直
接
支
払
わ
れ
ま
す
。
基
本

部
分
に
つ
い
て
は
、
既
に
12
月
中

に
支
払
い
は
完
了
し
て
お
り
、
水

田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業
の

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
２
月
上
旬

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

の
変
動
部
分
（
価
格
下
落
補
償
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
内
（
３

月
末
ま
で
）
に
支
払
わ
れ
る
予
定

で
す
。
ま
た
平
成
22
年
度
の
水

田
農
業
に
関
わ
る
助
成
金
は
、
平

成
21
年
度
の
約
４
４
２
５
万
円
に

若者住宅入居者募集

　市では、福寿町若者住宅の入居者を下記のとおり募集
します。
■用紙の配布・募集期間　１月24 日～２月２日
■募集団地・戸数　福寿町若者住宅　１戸
■選考方法、抽選日時場所
・抽選日時　２月15日（火）午前１０時から
　　　　　　　飯山市役所４階　第１委員会室

【お問い合わせ・申込用紙配布・お申し込み】
いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252

資源物の休日回収について

　ごみ減量の一環として、資源物の休日回収を次の日程
で行います。回収する資源物は、古紙、ペットボトル、
ガラスびん、古着です。区のステーションへ出す方法で
時間内に持ち込んでください。
　■回収日　２月２７日（日）午前10 時～午後 3 時
　■場　所　飯山市役所（正面玄関南側雁木下）

比
べ
、
変
動
部
分
を
除
い
て
も
約

２・６
倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成 22 年度 米戸別所得補償モデル対策事業実績

【お問い合わせ】市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191・192

　災害時に一時的に避難するための避難地は、
主に市有地を指定していますが、このたび曽根
保育園が譲渡されるに伴い、避難地の指定を
解除いたします。太田地区のその他の避難地
は、次のとおりとなりますので、ご確認をお願
いします。なお、飯山市ホームページにも掲載
されていますのでご覧ください。

【変更内容】
・旧曽根保育園園庭を避難地からはずす

【変更後太田地区避難地】
地　区 避　難　地

太　田

戸狩小学校校庭
勤労青少年ホーム前広場
とがり保育園園庭
太田地区活性化センター前
トピアホール前広場

災害時の避難地が変更になります
【お問い合わせ】庶務課 消防防災係 ☎ 62-3111 内線 339


